
昨年度、特にご好評いただきました建築設計のセミナー４コースについて
ご案内させていただきますので、是非ご覧ください。
御社の従業員様への人材教育、スキルアップにご活用くださいますよう

ご案内申し上げます。

・ ＜建築基準法編＞
木造住宅における壁量計算技術

＜住宅性能表示制度 構造の安定編＞
木造住宅の構造安定性能設計技術

＜ＪＷＣＡＤによる＞
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術（住宅図面作成編）

＜マイホームデザイナーによる＞
実践建築設計３次元ＣＡＤ技術（住宅デザイン編）

令和６年度

建築系
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コース番号 日程

9H40１ 5/22(水 ）、２３（木 ）

概 要

木質構造設計について理解を深め、壁量計算実習を通して
効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けた設計 の

手順と構造計画に関する構造技術を習得します。

❶木造住宅の設計とは
❷壁量設計とは（地震力・風圧力）
❸演習（壁量計算）
❹耐力壁のバランス検定
❺演習（四分割法）
❻接合部の設計（基準法）
❼水平構面の役割とその重要性
❽まとめ

担当者の声

・構造計画の基本となる建築基準法の壁量計算を中心とした
計算方法を習得します。「〈住宅性能表示制度 構造の安

定編〉木造住宅の構造安定性能設計技術」とセットで受講 さ
れることを推奨しています。

使用機器

電卓

持参品

使用テキスト：一人で学べる木造の壁量設計演習帳
（一般財団法人 日本建築センター）、筆記用具

利用者の声

「実際のプラン上で困ったときはどうしたらよいかなどの、 実
践的な内容が参考になりました。」

「実務先行で仕事をしていたので、今回のセミナーで、基礎 に
なる考え方や理由がよくわかりました。」

コース名

〈JWCADによる〉実践建築設計
２次元CAD技術（住宅図⾯作成編）

開講時間（訓練時間）

9：30～16：30（12時間）

受講料（税込） 定 員

８,０00円

コース番号 日程

9H40７ ６/１９（水 ）、２０（木 ）

コース名

〈マイホームデザイナーによる〉実践建築
設計3次元CAD技術（住宅デザイン編）

開講時間（訓練時間）

9：30～16：30（12時間）

受講料（税込） 定 員

８,０00円 1０名

［壁量計算法］

◆裏面に申込書がございますので、必要事項を記入の上、メール（yamaguchi-poly02@jeed.go.jp)

または FAX(083-922-1935)にてポリテクセンター山口までお申し込みください。

セミナーのご案内
【５月】 申込締切予定日：５月６日

JEED ポリテクセンター山口

https://www3.jeed.go. jp/yamaguchi/poly/zaishoku/seminar _app.html

【６月】 申込締切予定日：６月３日

概 要
建築図⾯の効率化を図るため２次元CADによる図⾯作成

の実習を⾏い、住宅図⾯に関する知識、作成技術を習得しま
す。

❶CADの概要
❷建築図⾯作成におけるCADシステムの役割
❸図⾯作成の準備及び各種設定
❹図⾯作成、修正
❺⽊造住宅平⾯図演習課題の作成
❻レイヤによる図⾯管理、図⾯の印刷
❼まとめ
※パソコンの基本操作ができる⽅が対象となります。

担当者の声
・⼀般的な住宅の平⾯図の作図⽅法を習得します。各種コマ
ンド操作やレイヤ管理についても学ぶことができます。

使⽤機器
パソコン、２次元CADソフト（Jw_CAD）

持参品
筆記⽤具

利⽤者の声
「実践を通して指導いただけたので、すぐ現場に活かせる内
容でありがたかったです。」

「これからCAD業務を始めるので使⽤⽅法が習得できてよ
かった。」

「資料がとてもわかりやすく、⾒返す時も⾒やすかった。」

１０名



コース番号 日程

9H401 6/5（水 ）、6（木 ）

概 要

木質構造設計について理解を深め、壁量計算実習を通して
効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けた設計の

手順と構造計画に関する構造技術を習得します。

❶木造住宅の設計とは
❷壁量設計とは（地震力・風圧力）
❸演習（壁量計算）
❹耐力壁のバランス検定
❺演習（四分割法）
❻接合部の設計（基準法）
❼水平構面の役割とその重要性
❽まとめ

担当者の声

・構造計画の基本となる建築基準法の壁量計算を中心とし
た計算方法を習得します。「〈住宅性能表示制度構造の

安定編〉木造住宅の構造安定性能設計技術」とセットで受講
されることを推奨しています。

使用機器

電卓

持参品

使用テキスト：一人で学べる木造の壁量設計演習帳
（一般財団法人 日本建築センター）、筆記用具

利用者の声

「実際のプラン上で困ったときはどうしたらよいかなどの、

実践的な内容が参考になりました。」

「実務先行で仕事をしていたので、今回のセミナーで、基礎 に
なる考え方や理由がよくわかりました。」

コース名

〈建築基準法編〉
木造住宅における壁量計算技術

開講時間（訓練時間）

9：30～16：30（12時間）

受講料（税込） 定 員

6,500円 15名

コース番号 日程

9H402 7/3（水 ）、4（木 ）

概 要

効率化や安全性に向けた木造住宅のための性能表示制度に
対応した演習課題を通して、住宅の構造安定性を確保した構

造計画・設計・計算ができる技能・技術を習得します。

❶木造住宅の住宅性能表示の概要
❷性能表示による壁量計算（必要壁量）
❸準耐力壁について
❹性能表示による壁量計算（存在壁量）
❺水平構面の検討（必要床倍率、存在床倍率、耐力壁線）
❻横架材接合部の確認
❼伏図・断面検討
❽まとめ

担当者の声

・住宅性能表示制度構造の安定確保のための壁量計算の
計算方法を習得します。「＜建築基準法編＞木造住宅に

おける壁量計算技術」とセットで受講されることを推奨して

います。

使用機器

電卓

持参品

使用テキスト：一人で学べる木造の壁量設計演習帳
（一般財団法人 日本建築センター）、筆記用具

利用者の声

「日常業務では得られない知識が身についた。」
「参考書を読んだだけでは理解しづらい事も、先生の説明を

聞いて納得できた。」

コース名

〈住宅性能表示制度 構造の安定編〉
木造住宅の構造安定性能設計技術

開講時間（訓練時間）

9：30～16：30（12時間）

受講料（税込） 定 員

6,500円 15名

［壁量計算法］ ［構造安定習得イメージ図］

◆裏面に申込書がございますので、必要事項を記入の上、メール（yamaguchi-poly02@jeed.go.jp)

または FAX(083-922-1935)にてポリテクセンター山口までお申し込みください。

セミナーのご案内
【６月】 申込締切予定日：５月２０日

JEED ポリテクセンター山口

https://www3.jeed.go. jp/yamaguchi/poly/zaishoku/seminar _app.html

セットでの受講を
推奨しております

【７月】 申込締切予定日：６月１７日



※メールでのお申込：申込書はＨＰからダウンロードして頂き、添付ファイルにてお送りください。
https://www3.jeed.go.jp/yamaguchi/poly/


